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感謝する人のみが幸せになれる！！

去る１１月２２日（土 、水口高校の創立１００周年記念式典が甲賀市あいこうか市民ホールで開催され）

ました。１００年の歴史を感じる大変立派な式典でしたが、その記念講演で 「日本を美しくする会」相談、

役の鍵山秀三郎氏のお話を聞きました。

鍵山秀三郎氏は、学校や駅等の公共トイレや施設、街角等をボランティアで掃除をする活動を長年されて

おられ、その活動を全国的・国際的な組織にまで発展させた方です。

鍵山氏が色々な取り組みを通して感じられたことを述べられた中の一つが、タイトルにあげた 「感謝す、

る人のみが幸せになれる」という言葉です。

さて、皆さんは「自分が幸せだ 」と思うのは、はたしてどんなときでしょうか？。

欲しかったゲームを買ってもらった、何かとても高価なもの（またはたくさんのお金）が手に入った、テ

、 、「 」 、「 。」ストで満足のいく点数がとれたなど 生活の色々な場面で 幸せ とまでは意識しなくても うれしい

と思うときがあると思います。

また、友達や家族に何かをしてあげて 「ありがとう 」とお礼を言われたら、うれしくなると思います。、 。

これも「幸せ」ですね。

でも、もし、物を買ってもらってもそんなこと当たり前、よい点がとれても当たり前、人からお礼を言わ

れても当たり前というような気持でいたら、うれしさや満足感 「幸せ」という気持は湧き上がってこない、

はずです。このように考えると 「幸せ」を感じるのは、その起こったことや相手に「感謝している心」が、

あるからだということが分かります。

このことを鍵山氏は、ホームページで、次のように言っておられます。

幸せになったから感謝するのではありません。感謝するか

ら幸せになってくるのです。豊かになったから感謝できるの

ではないのです。感謝できるから豊かになるのです。

今回の「全力投球」は、生徒の皆さんに「感謝する心」の大切さについて是非考えてほしかったので、こ

のような文章を書きました。

日々、色々なことや色々な人に対して、どんな小さなことでも 「感謝する心」を大切にして過ごしてほ、

しいと思います。

学校評価・保護者アンケートありがとうございました

先日、本校の教育活動をよりよいものにするために、保護者の皆様に学校評価アンケートへのご協力をお

願いし、学校や生徒の様子について、評価やご意見を頂戴しました。現在その集計等をしております。

一定のまとめができましたら、後日何らかの方法でお知らせしたいと考えています。



新生徒会長、副会長決まる
去る１１月２６日（水 、生徒会選挙が行われ、新生徒会長と新副会長が決まりました。）

新生徒会長には２年１組のＩ．Ｋ君が信任されました。また、副会長には２年１組のＹ．Ｒ君が当選、１

年３組のＮ．Ｍさんが信任されました。Ｉ．Ｋ君とＹ．Ｒ君は両人とも「あいさつを大切にしてすばらしい

石部中学校を作っていきたい 」と生徒に訴えました。また、Ｎ．Ｍさんは 「いじめのない石部中学校を。 、

作っていきたい 」と訴えました。。

３名とも「石部中学校をみんなが過ごしやすい、すばらしい学校にしていきたい 」という思いは同じで。

す。

現生徒会執行部も、Ｙ．Ｔ生徒会長を中心として、色々なことに一生懸命取り組んできてくれましたが、

新執行部の皆さんもＩ．Ｋ会長を中心に、生徒自身の手でさらによりよい、そしてみんなが過ごしやすい石

部中学校を築いていけるよう、生徒会を引っ張っていってほしいと思います。

聞くことの大切さ
去る１１月１２日（水 、本校の文化祭を開催しました。保護者の皆様や地域の方々に多数お越しいただ）

き、本校を応援していただいていることに厚く感謝いたしております。

生徒は午前の吹奏楽部の演奏や人権劇、幕間の有志発表、午後からの合唱コンクール等一生懸命に練習の

成果を披露しました。また、生徒会実行委員の人も自分の担当の仕事を、責任を持って立派に果たすことが

できました。

合唱コンクールの最後には、審査委員長の奥村容久教育長から、本校がずいぶん落ち着いてきて雰囲気が

よいこと、それは合唱コンクールの生徒の様子を見てもよくわかる、とお褒めの言葉をいただきました。

本校の取り組みや生徒のがんばりに、一定の成果が上がっていることをうれしく思うと同時に、今後の課

題として本校が取り組まなければならないことについても検討していきたいと思っています。

その一つが、標題にも書いている「聞くことを大切にする」生徒の育成です。人の話をしっかりと聞くこ

とは、人と人とのコミュニケーションの基本になります。また、授業の場面では、先生の話を落ち着いてし

っかりと聞くことが基本となります。授業中には色々な作業や活動を設定しますが、まずは聞くことです。

２０年ほど前に本校で生活や勉強について、生徒に調査をしたことがありました。そのときの調査で際だ

っていたことは 「しっかりと人の話を聞いている生徒は成績も良い 」ということでした。、 。

生徒の皆さん、学力向上の第一歩は聞くことから始まります。授業中に先生の話をしっかりと聞く習慣を

つけていくようにしましょう。

三者懇談会、ご出席よろしくお願いします。
１２月１５日（月）～１９日（金）の５日間に渡り、三者懇談会を実施します。現在、懇談日程を調整し

ていますが、ご都合をつけていただきますようお願いします。懇談内容としては、１，２年生は主に２学期

の学習や生活を振り、今後の目標等について懇談します。３年生はそれに加えて、卒業後の進路に関する懇

談をします。有意義な懇談になりますよう、よろしくお願いします。

なお 「通知票の所見」の内容については、懇談の中で話をさせていただきますので、今学期は記載をし、

ません。よろしくご了承ください。

１２月の学校公開日
来る１２月４日（木）は学校公開日です。お忙しいとは存じますが、お時間がありましたら学校までお越

しください。お越しいただく時間はいつでも結構です。


